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―S.Fletcher 編纂による「New Tunes for Strings (Book 1)」の特徴を手がかりに―


































































ズ８小節単位の、２つのフレーズ（16 小節ずつ）からなる PartI、および Part II よりできている。
　単純な構成ながら和音構造をみると、両 Part とも５小節目でその調の同主短調の固有和音
を借用した、いわゆる「準 V7」の和音が用いられている。正確にいえば、準 V 度７根省１転
6
ということができるだろう。PartI を分析すると、I の和音が用いられている小節はすべて A
と E の重音を pizz. で演奏するようになっている。上記の準固有和音が用いられている小節は
すべて G と D の重音を 7、そして最後から４小節前の IV の和音が指定されている小節は D と












 （２）No.14 　BANJO TUNE（写真１）
　授業も中盤にさしかかる頃に、毎年度取り上げる教材の一つである。楽譜の右上に「０１３」
という表記があるが、これは主旋律を演奏するうえで必要な左指が第１指（人差し指）と第３指（薬
5「New Tunes for Strings」には、Violin、 Viola、Violoncello の各パート譜の他に Teacher’s Book も出版されている。
各曲の簡単な解説と、39 曲中 10 曲を除く 29 曲にピアノ伴奏が付いている。楽曲分析は、このピアノ伴奏
譜をもとに和声分析を行った。
6 和音記号の呼称については『和声　理論と実習Ⅱ』（音楽之友社）によった。









































３拍子で曲名は DUTCH WALTZ となっている。授業では POLKA の方だけを教材として取り
上げた。
　リピートをつけても１分に満たない短い作品ではあるが、和声分析から楽曲は前半８小節と
後半８小節とにはっきり二分することができる。前述の BANJO TUNE 同様に、前半は I+6 と
長９の和音の２種類の響きの違いから４小節ずつに分けることができる。練習番号 A（後半最
初の小節）の３小節目から曲は急に盛り上がりを見せる。付加６の和音のなかでもっとも重要






どは備わっていない。そこで授業では、下（Advanced Accompaniment for Duo）のパートをさ
らに３つのグループに分けてチャレンジさせてみた。主に１拍目と２拍目うらの４分音符に対
して弓を用いて演奏するグループ、１拍目うらと２拍目の４分音符による重音のうち上の音だ






全曲を通して上段は 53 個の音符、下段は 124 個の音符からできているが、そのうち開放弦で
出すことができる音だけを拾い上げてみると、上段は 25 個で下段は 80 個を数えあげることが
できる。結果的に開放弦の音を有効に用いながら、複雑な和声の響きを生み出している。右手















D と E を同時に出す重音奏法が執拗に繰り返される。ドローンの役割は、練習番号 A の 17 小
節間のみ第１パートにリレーされている。楽曲構造を大別すれば、冒頭から 18 小節間は I 度、
練習番号 A は IV 度、練習番号 B および C は I 度のハーモニーの流れを感じ取ることができる。




いては、練習番号 B の６小節目から７小節目、および練習番号 C の４小節目から６小節目で
同じ学習の要素 12 があらわれている。右手奏法としては、連続ダウンボゥの練習に適当な教
材と判断したため、もともと連続ダウンボゥが指定されている箇所（17 小節目から 18 小節目）
の他、連続ダウンボゥを数カ所にわたり増やしてみた 13（第１パートでは４小節目、第２パー




とえば３小節目の和音はハ短調の I 度ながら、第６音を上方変位することによって A ♭では

















べて V の和音である。全体を通してすべて基本形の和音で連結されているが、練習番号 B 最
初の小節とその５小節目は IV の和音が用いられている。両者とも、その直前に V の和音が使
われていることからドミナントからサブドミナントへの弱進行がみられる。
　Acc- for Duo の段をみると、この伴奏パートはほとんど完全５度の重音で書かれている。主
に３種類の重音から構成されているが、そのうち V の響きをもつ小節は、A（イ音）と E（一
点ホ音）の重音になっている。このダブルストップでは、他の２種類の重音と違って開放弦



















つの音程（たとえば G 線上であれば A♭と A）を使い分けるための教材として利用すること





　前項で取り上げた７曲の分析と考察から明らかなように「New Tunes for Strings (Book 1)」は、
他のヴァイオリン教則本や曲集とは異なるユニークな性質や特色を内包していることがわか
る。２－２で詳述した（１）JIG、（２）BANJO TUNE、（３）POLKA の３曲に限っては昨年
度の授業においてすでに実践済みである。表１は平成 22 年度（昨年度）全 15 回の「授業の流




















































































































　「No.9 Sweet eyed sue」：長弓と短弓、いろいろなリズムによる運弓ヴァリエーション
　「No.12 March」：マルテレ（ボゥイングの一種）奏法、各弦の第３指の音程
　「No.21 Song of the waves」：移弦をともなうスラー、アルペジオ

















































































































01/28 15 総合練習 おおスザンナ 和声的短音階（d moll）／授業評価の実施
＊ 講義（あるいは演奏）を含めた授業
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